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琉球列島の島棚上にみられる

現生サンゴモ球に関する－考察

松田伸也*･富山卓子*＊

AnInvestigationofRecentDeepｗａｔｅｒRhodoliths
fromtheRyukyulslands

ＳｈｉｎｙａＭＡＴＳＵＤＡ，ＴａｋａｋｏＴＯＭＩＹＡＭＡ

Abstract

Recentdeepwaterrhodoliths，whicharesphericaltoellipsoidalｉｎｓｈａｐｅａｎｄｌ－
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１はじめに 石灰蕊球イi灰.岩相にみられる化石イ｢灰藻球

（Minoura，１９７９；箕浦，１９７９；Minoura＆

Nakamori,1982）と同様の特徴をｲ『すると指摘し

た。松１１１（１９８７）は慶艮間・久米島海域の60～

96ｍの深度範囲からさらに「サンゴモ球」を入

手し，野Ｉ泉ら（１９７９）のいう「石灰藻|J1球」が，

井iMj（１９８４）の「石灰藻球」と同様の偶組成を

有していることを明らかにし，このような「サ

ンゴモ球」が琉球列島各地の陸棚に広く分布す

ると予想した。またTもｕｊｉｅｊα/､（１９８８）,辻

ら（１９８８）は宮古烏海域の水流の強い脇棚上の

水深60～200ｍに「石灰藻球一大?''1有孔虫質堆

積相」を報告した。

このようにサンゴモ球は琉球列lib各地の脇棚

上に分布することが知られてきたが，今までの

ところ，サンゴモ球表iiiに付満・生育している生

体サンゴモについては検討されていない。世界

的にみても，サンゴ礁域において，造礁サンゴの

分布限界深度以深にサンゴモ科やサポテングサ

属の石灰藻類が豊富に生育することが確偲され，

本格的な研究が行なわれはじめたのは岐近のこ

とである（Ｊａｍｅｓ＆Ginsburg，１９７９；Ａｄｅｙ

サンコモ球とは，紅藻綱サンゴモ科の様々な種が

単一極で，あるいは複数種の集合体として、球状を

呈するものである。世界各地より極筏iii,｝のものか

ら陸棚上のものまで数多くの報〈ｊｆがあるが，熱ｲ１１：

・亜熱帯地域の50ｍ以深にみられるものに側する

報告の多くは断片的な記載にとどまっている。

琉球列島において，造礁サンゴの分布限界深度

以深に「無節サンゴモにおおわれた礫」の存在を

報告したのは１１１里ら（１９６７）である。その後，野

原ら（１９７９）は慶良間・久米鳥海域において，

沈水サンゴ礁と思われる岩盤域をとりかこむよう

に礫を主体とする堆横物が分布すること，および

その礫が「ｲj灰藻団球」であることを澱11了してい

る。井龍（1984.1985）は多良間島近海の水深

８７．９８．１１５ｍの３地点から「石灰藻球」を採

取し，研臓薄片によりいくつかの腿を同定すると

ともに，この「石灰藻球」が更新統琉球屑群中の
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Fig.3．Samplelocationsofflejima・ＤｒａｗｎｏｎｔｈｅｂａｓｉｓｏｆＭａｒｉｔｉｍｅＳａｆｅｔyAgency
（１９７７）．
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Ｆｉｇ．４．Samplelocationsofflriomotejima、ｒａｗｎｏｎｔｈｅｂａｓｉｓｏｆＭａｒｉｔｉｍｅＳａｆｅｔｙ
Agency（1983.)．
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“α／・’１９８２；Ｍｉｎｎｅｒｙｅｒα/､，１９８５；Littleｒ

‘/α/､，1985；Hillｉｓ‐Colinvaux,1986など)。

筆者らは，水産練習船長崎丸による琉球大学理学部

海洋学科1987.1988年度実習航海（ＲＮ－８７；

RN-88）の際，新たにサンゴモ球を得ることが

でき，その標本に基づきいくつかの知見を得たの

で報告する。

（表面の大部分をＣ・クノα"αと淡緑色部が占める）

から１００％まで様々である。長径５ｍ以下の小型

のものでは，サンゴモ球全体を１個体のサンゴモ

が完全に被ってしまっている例もみられる。

これらのサンゴモ球の断面は，生物侵食（主に

穿孔性海綿類による）のため蜂の巣状にみえる場

合（Ｐｌａｔｅ３，Ｆｉｇ．７）もあるが，大部分のも

のはサンゴモとＧ，/α"αが重なりあった同心

円構造を示す。Ｄ（87)－６，，（87)－７各々に

ついて長径３“～l0cllIのサンゴモ球を50個ずつ切

断したが，造礁サンゴを核とするものはみられな

かった。研磨薄片による観察では，両地点のサン

ゴモ球内部に海中膠結作用による炭酸塩の晶出が

認められた。

ＯＫ（８８）－２ではＧ，/α"αを主な構成生物

とする不規則形の礫が得られた（Ｐｌａｔｅ２，Ｆｉｇ．

２）。礫の上半面には黄褐色のＧ，/α"αが生育

しているが，サンゴモは長径１cm程度のものがわ

ずかに付満するのみでｊ個々の礫上におけるその

被度は,目視によるみつもりで,岐大２～３影である。

Ｄ（87）－８，，（88）－３，０Ｋ（88）-12では不

規則な形で内部が同心円構造を示さない蝶が

採取された。その表面には長径１cm､程度のサン

ゴモが認められるが，個々の礫の上半面における

その被度は，岐大でも目視によるみつもりで，２～３

％である。上記の各地点は長崎丸の魚探記録およ

び海上保安庁水路部（1977.1978ａ,b）によると，

いずれも水深約１００ｍの平担iiiをふちどる急斜面

の上端にあたる。

鮫岡部水深１３０ｍの小丘（海上保安庁水路部，

1979)の斜面にあたる，（87）－３では，サンゴ

モ球に似た楕円体状の礫を２個得た。しかし，これ

らは肉[ujlで確認できるような同心円榊造を示さず，

内部は灰色均質である。各々の上半ｉｍには長径２

cmまでの皮殻型サンゴモが生育しており，下半面

は白色を呈し付着生物は認められない。

２サンゴモ球の外形上の特徴および採取地

点

島棚上における堆積物採取地点を表１および図

１～４に示す。位置の決定は衛星航法・ロラン航

法による。堆横物採取は新野式ドレッジャーまた

はオケアン採泥器（開口部39cmx40cwI）を用いた。

ＯＫ（８７）－３ｂ，，（８７）－６，，（８７）－７，Ｄ

Ｇ８Ｄ－４,Ｄ(88)－５，０Ｋ(88)－１，０Ｋ(８３－３，０Ｋ

＄８９－４の各地点で得られたサンゴモ球は楕円体状の

ものが多い（PIatel）。様々の大きさのものが得

られたが，鹸大のものは長径18cmであった（於Ｄ

（８７）－７）。これらのサンゴモ球の表iliiには赤

紫・赤褐色・iLi紫等の色を呈する皮殻型紙節サン

ゴモが生育しており，黄褐色の皮殻型有孔虫Ｇｙ－

ｐｓｊｍＰ/α"ａ（Carter)もみられる。なお，本種

は乾燥l1lX水にすると灰緑色となる。サンゴモやＧ

，に"αにおおわれていない部分は淡緑色を呈する。

長径８～１０cmのサンゴモ球の上半面をｌ個体のサ

ンゴモが完全におおっている例もみられるが，よ

り小型のサンゴモ球であっても，多くの場合その表

面上には極数のサンゴモ個体。Ｇ，/α"αおよび

淡緑色部が混在する。また下半面が純白である例

が多くみられる。この純白部と前述のサンゴモ．

ｃ，クノα"α・淡縁色部の混在する部分との境界は

明瞭で，このi1llj者がモザイク状に混在することは

ない。なかには全体が純白のものもあり,また純

白部をもたないものもある。この純白部分は堆積

物中に埋没している部分であることが，オケアン

でサンゴモ球を含む堆積物を乱さず採取し得た場

合に確認された。すなわち純白部分のijt比により

個々のサンゴモ球の埋没の程度を判断することが

できる。長径５cm以上のサンゴモ球のうち，純白部

が50影以下のものについて上半而のみを見ると，

個々のサンゴモ球上のサンゴモの被度は５％以下

３サンゴモの出現属

Ｄ（Ｗ）－６，，（８７）－７より採取されたサ

ンゴモのうち,長径３｡､をこえる個体を採取直後に

肉眼および実体顕微鏡下で観察し，色・枝状突起

の有無・葉状体表面の構造・葉状休縁辺部の形状
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ほぼ同一であるととらえてよく，またＯＫ（８８）

－１，０Ｋ（８８）－３，０Ｋ（８８）－４，，(88）

－４，，（８８）－５の群集もこの２地点と同様の群

集構造をもつとみうけられる。今回切片を作成し

て検討したような大型の個体が確認できた餓大深

度は,ＯＫ（８８）－３の１０９ｍである。

・胞子のう集の大きさと形状に避き36の型に区分

し，１０％ホルマリン海水で固定・保存した。これ

らのうち鮫も厚いものでも，その'早さは約１１ｍであ

る。その後，各々の型について１～２個体を脱灰

し，パラフィン包埋法によりミクロトーム切片を

作成し，分類顎i勺検討を行なった。なお切片の染色

にはデラフィールドヘマトキシリンとエオシンを

用いた。

四分胞子のうを確認し，属を一応決定し得たも

のは以下のとおりである。属概念はＡｄｅｙ＆Mac‐

ｉｎｔｙｒｅ（１９７３）に従う。

４考察

本稿では，Ｐｌａｔｅｌに示したような楕円体の外形

をもち，同心円状内部構造を示すもののみをサン

ゴモ球として検討の対象とする。

沖縄本島から久米島にかけての１２０ｍ以浅の島

棚には，４面のﾕIzluiiiiがみられ（大嶋，１９８０），今

回サンゴモ球が得られた深度はこのうちの60～８０

，面と１００～１２０，面にあたる。Ｄ（８７）－７，

，（８８）－４，，（８８）－５の位置する慶良間堆

は，海上保安庁ZkHVf部（1978ａ）によると，平担な頂

部をもつ独立した地形的高まりであり，そのこと

は今回も３．５ＫＣ音響測深によって確認された

（木村政昭，私信）。Ｄ（８７）－６と塵良間諸島

南端の礁斜面の間には尾根状の地形が存在する（

海上保安庁水路部，１９７８ａ；木村政昭，私信）。

ＯＫ（８８）－１は伊江島西方の独立した堆の西端

にあたり（海上保安庁水路部，１９７７），ＯＫ(88）

－３，０Ｋ（８８）－４は西表島から南にのびる尾

根状地形（海上保安庁水路部，1983)の上にあた

る。地形から判断すると，これらの地点のサンゴ

モ球が近在の礁原や礁斜面から車力の作用で運搬

されてきたとは考えにくい。

今回検討をjⅡえたサンゴモ群集は，琉球ﾀﾞﾘﾉ;6にお

ける30ｍ以浅の礁斜面・礁池のそれ（松【11,1987；

井iiu・松田，1987）とは異なる。Gjpsj"α，/α"α

を含むこの群集は半ば埋もれたサンゴモ球の上に

も成立している。採取されたサンゴモは枯死部を

もつものは少なく，また四分胞子や配偶子を形成

していることから，採取された深度で生活史が完

結していると考えられる。以上のことと，採取点

のまわりの地形から，今回検討したサンゴモ群集

は，その地点に自生する種よりなる群集であるとい

える。サンゴモ球内部にみられる遺骸群架は表面

の生体サンゴモ群渠とほぼ同じであるとみうけら

れるため，得られたサンゴモ球はほぼ原地成の状

Ｄ（８７）－６

ＬﾉﾉﾉDOP"ｊＷ泌沈ｓｐ・

Ｈｊ)`γo/jﾒﾉ、〃ｓｐ．

〃'soクノbjﾉﾉﾙ”ｓｐ・ａ

ＬﾉﾉﾉioPore"α醜e/o6esjojdes（Foslie）

Foslie

Ｄ（８７）－７

LjlIﾉﾉoﾚﾉ､ﾉﾉﾉ泌加ｓｐ・

Ｌｊノノｉｏﾉﾉzα加打IC〃Ｃｆ、ｃｍｓｊ７α/ｅＦｏｓｌｉｅ

Ｍｂｓｏ,/ｂｊＷｚｍｌｓｐ・ｂ

Ｌｊｊｈ０Ｐｏγe〃α加e/o6esjojdes（Foslie）

Ｆｏｓｌｉｅ

MesoP"〃/…ｓｐ、ａは得られた切片では雅層

がcoaxialな形状を示さないが，表層細胞の形

状・conceptacleporeplugの染まり具合（Ａｄ‐

ｅｙ，1970）・conceptacleporeの壁面の細胞

の大きさ（WOelker1ing＆Irvine，１９８６）から

ＬｊﾉﾉzOﾉﾉ、加冗j０打属とせずMesOphyﾉﾉ必、属とした。
Hydr0"/ｈｍｓｐ・は細胞列糸が不明瞭であるが，

大型の細胞が中厨内に単一で散在することから，こ

れを異形細胞と考え，砂dro/ｊ２ｈ０"属とした。

胞子のう粟を確認できなかった他のものは，すべ

て栄獲組織の特徴からＬﾉﾉﾉzopｶｿﾉﾉ泌加属，Ｌﾉﾉﾉto‐

ノノ、加冗jO"属，Mbsoph〃/"加楓，PsBm0ﾉﾉﾉﾉ'0‐

ｐｈｙﾉﾉ解れ厩，Ａ〃AaeoﾉﾒｫﾉｶOｵﾉ、、〃jzJm属のいず

れかにはいると考えられる。Ｄ（８７）－３で採

取された小個体についても，このうちのどれかの属

にはいるという結果を得た。

Ｄ（８７）－６と，（８７）－７のサンゴモ群災は
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態で形成されたものであると考えられる。の方々に深く感謝の意を表する。また本研究を始

サンゴモ球は現在のところ石垣島・西表島の北めるにあたって有益な御助言を下さった金沢大学

岸のようなやJP遮蔽された島棚上には確認できず理学部の小西健二教授，分類上の諸点について筆

（松田，１９８７），外洋にはり出した島棚上にみら者と討論をして下さった東北大学理学部の井龍庫

れる傾向がある。辻ら（１９８８）が指摘したように，文博士に対し篤く御礼申し上げる。

そのような外洋にはり出した陸棚上では水流が相

対的に強いと思われる。サンゴモ球の同心円状内７引用文献

部構造は，カナリア諸島の島棚上での観察結果

（McMaster＆Conover，1966）に対してＢＯＳ‐Adey，ＷＨ.，1970．ArevisionoftheFbslie

selini＆Ginsburg（1971ノが推定したように， CrustoseCorallineHerbariumDetKｏｎ‐

海流によって底質の砂粒が動くことにより，そのgengeNorskeVidenskabersSelskab

上にあるサンゴモ球が長期の停止期間をはさんでSkrifter,１；１－４６．

間歌的にわずかに転勤するため形成されると考えAdey，ＶＹＨ・andMacintyre，１．Ｇ.’1973．

るのが妥当であろう。Crustosecorallinealgae:ａｒｅ－ｅｖａｌｕａ‐

ｔｉｏｎｉｎｔｈｅｇｅｏｌｏｇｉｃａｌｓｃｉｅｎｃｅｓＧｅｏ１．

５まとめＳＯＣ．Ａmer･Bull.,,８４;883-904．

Adey,ＷＨ.，Ｔｏｗｎsend，Ｒ､Ａ・andBoykins，

１）周辺に礁斜面のない慶良間堆頂部の水深7９ＷＢＴ、1982．Thecmstosecorallinealgae

m～１０２ｍの地点より，皮殻型無節状ンゴモ（RhodophytaICorallinaceae）ｏｆｔｈｅＨａ‐
と皮殻型有孔虫GyPsj”，/α"ａ（Carter)にwaiianlslandsSmithson、Contrib・Mar、

おおわれたサンゴモ球が多数得られた。またＳｃ1,15；１－７４．
同様のサンゴモ球が伊江島近海（水深82ｍ）Bosse]ini,Ａ、andGinsburg,Ｒ、Ｎ・’1971.

・石垣島東岸沖（水深103ｍ）・西表島南岸Formandinternalstructureofrecent

沖（水深87,.109ｍ）の地点からも採取さalgalnodules(rhodolites)fromBermuda，

れた｡Ｊour・Geo１．，７９；６６９－６８２．

２）上記のサンゴモ球上にみられる生体サンゴHilliszColinvaux，Ｌ・’1986.Ｈα〃加ｅｄａｇｍｗｔｈ

モ群集から，ＬﾉｵﾉzoPﾉij'ﾉﾉ泌加･Ｌｊﾉﾉzoﾉﾉicz加一anddiversityonthedeepfore-reefｏｆ

〃joかＭ‘soPhjW冴腕．Ｌﾉｵﾉｶ0,0γeﾉﾉα･日”γ‐EnewetakAtoll・CoralReefs，５；１９－２１．

０/〃/９０〃の５属が確認された。井龍康文，１９８４・琉球列島における現生石灰藻

３）琉球列島の島棚上では，自生するサンゴモ球の発見とその意義。琉球弧南端海域の海洋

とＣ､，/α"αによって,ほぼ原地成の状態で広環境に関する総研速報，Ｎｏ１；47-55。

＝範にサンゴモ球が形成されつつあると考えら－，１９８５・琉球列島周辺海域における現

れる。 生石灰藻球に関する研究。琉球弧南端海域の海

４）サンゴモ全体の被度は水深約120ｍで急減洋環境に関する総研速報，Ｎｕ２Ｉ１２３－１３３゜

するが，小型の種は１６０ｍ以深でも生育して井龍康文・松田伸也，１９８７･琉球列島のサンゴ

いる。礁における無節サンゴモの分布。海洋科学，19；

５２４－５２９．

６謝辞James，Ｎ･Ｐ、andGinsburg，Ｒ、Ｎ､，1979．

TheseawardmargmofBelizeBarrier

試料採取に際して多大な御助力をいただいた琉andAtol］Reefs・ＳｐｅｃｉａｌＰＵｂＬＮｑ３，Ｉｎｔ･

球大学理学部海洋学科の氏家宏教授・木村政昭助Asoc・SedimentologistsBlackwellScien‐

教授．山本聡博士．小野朋典技官，ならびに矢田tificPubL，Oxford､１－１９１．

殖朗船長をはじめとする長崎丸のすべての乗組員海上保安庁水路部，１９７７゜海底地形図「沖縄北
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ｉｔｉｏｎａｌｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｏｆａｌｇａｌｂａｌｌｓｉｎ、

theRyukyuGrounRyukulslands，Ｓｏｕｔｈ‐

westernJapan．Ｊour、Geo1.,90;602-609．

野原昌人・大嶋和雄・横田節哉・村上文敏・井内

美郎・池田国昭，１９７９・沖縄本島周辺海域の

海底堆積物。環境保全研究成果集，２(61)；３～
２８・

大嶋和雄，１９８０・沖縄群島周辺の海底地形から

みた第四紀後期の低海水準。第四紀研究，１８；
２５１～257．

Tsuji，Ｙ､，Yamamura，Ｔ､，Kodato，Ｔ､，Ｓｕ‐

ｎｏｕｃｈｉ，Ｈ囑・ａｎｄＹｕｋｉ，Ｔ・’1988.．Holocene

reefassociatedcarbonatｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓａｎｄ

ｔｈｅｉｒＰｌｅｉｓｔｏｃｅｎｅｃonterparts，Miyako

lslands，ｓｏｕｔｈｗｅｓｔｏｆＪａｐａｍＡｍｅｒ・

Ａｓｏｃ・Ｐｅｔｒｏｌ・Ｇｅｏｌ、Ｂｕｌｌ．，７２｝２５４－２５５．

辻喜弘・山村恒夫・須内寿男・古田土俊夫・岩本

博，１９８８・宮古列島海域の炭酸塩堆積物とそ

の堆積環境。日本地質学会第95年学術大会講演
要旨，p280o

WOeIkerling，Ｗ、Ｊａｎｄｌｒｖｉｎｅ，Ｌ、Ｍ，1986．
ＴｈｅｎeotypificationandstatusofMeso‐

カノiy〃泌加（Corallinaceae，Rhodophyta）．
Phycologia，２５;３７９－３９６．

山里情・香村真徳・西島信昇ロ1967･琉球沿岸
における底生生物の分布。琉球水産資源調査報
告書；１６４－１９２・琉球政府農林局。

部」

,１９７８ａ･海底地形図「沖縄南部」

－，１９７８ｂ・海底地形図「宮古島北方」

－，１９７９．海底地形図「宮古島東方」

－，１９８３．海底地形図「与那国島及西表島｣，

Littler，ＭＭ.，Littler，，.Ｓ、，BIair,Ｓ，Ｍ・
andNorris，Ｊ、Ｎ、１９８５．Deepestknown

plantlifediscoveredonanuncharted

seamount・Science，２２７；５７－５９．

松田伸也，１９８７･琉球列島の無節サンゴモ。地

球．９；１６２－１６８．

McMaster,Ｒ・LandConover，Ｊ、Ｔ，1966．

ＲｅｃｅｎｔａｌｇａｌｓｔｒｏｍａｔｏｌｉｔｅｓｆｒｏｍｔｈeI

Canarylslands．』our・ＧｅｏＬ７４；647-652．

Minnery,Ｇ､Ａ､，Rezak，Ｒ・andBright，′ｎＪ.，

1985．Ｄｅｐｔｈｚｏｎａｔｉｏｎａｎｄｇｒｏｗｔｈｆｏｒｍ

ｏｆｃｒｕｓｔｏｓｅｃｏｒａｌｌｉｎｅａｌｇａｅ：Flower

GardenBanks･lnorthwesternllGulfof

Mexico,InToomey,Ｄ,Ｆ・andlNiteckiJM.Ｈ

（edsjPaleoalgology，Springer-Verlag；
２３７－２４６．

箕浦幸治り１９７９・琉球層群にみられる石灰藻球

の堆積環境について。琉球列島の地質学研究．

４：５５－６２．

Minoura，Ｋ・’１９７９．Sedimentologicalstudy
oftheRyukyuGroup，Ｓｃｉ・ＲｅｐＴｏｈｏｋｕ

Ｕｎｉｖ・’２ndselz，４９;１－６９．

Minoura，KoandNakamori．、，1982．Depos．
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ExplanationofPlatel

Fig、１LargerhodolithsofD（87）－７．Scale＝10c祠．

Ｆｉｇ．２．Allrhodolith，ｍｏｒｅｔｈａｎ４ｃｍｉｎｌｏｎｇａｘｉｓ，ｏｎｓｕｒｆａｃｅｏｆｕｎｄｉｓｔｕｒｂｅｄｓｅｄｉ‐

ｍｅｎｔｉｎａｇｒａｂ、ＯＫ（88）－１．Scale-10cm､Mouthｏｆｔｈｅｇｒａｂｉｓ３９ｃｕｚｘ４０ｃｍｉｎ

ｓ１ｚｅ。

ExplanationofPlate2、

Ｆｉｇ．1．Irregular-shapedgravelsofD（87）－８.Scale＝lOcno・

Ｆｉｇ．２．Irregular-shapedgravelsofOK（88）－２.Scale＝10c耐．

ExplanationofPlate3

Fig・LSectionthroUghprotuberanceofLﾉﾉﾉioiﾉｶﾛ池"jo〃Ｃｆ．“sﾉｒａに．Ｓｃａ

Ｆｉｇ、２．Sectionthroughtetrasporangia1thallusofHydr0ﾉﾉﾉﾉi０打ｓｐ・Scale＝

Ｆｉｇ．３．SectionthroughtetrasporangoalthallusofLjﾉﾉbolﾉﾘｿﾉﾉ凹加ｓｐ・Ｓｃａｌｅ

Ｆｉｇ、４．SectionthroughtetrasporangialconceptacleofMesopﾉiｿﾉﾉ邸加ｓｐ、ｉ
Ｓｃａｌｅ＝１００匹・

Ｆｉｇ．５.Slabofrhodolithshowinglooseconcentricstructure．，（87）-7.ｓ

Ｆｉｇ．６.SIabofrhodolithshowingdenseconcentricstructure．，（８７）－６．ｓ

Ｆｉｇ．７.Slabofrhodolithshowingporousstructure．，（８７）－７.Scale＝３cm・

Ｆｉｇ．８.Slabofrhodolithshowingporousstructure．，（87）－７.Scale＝３cm．

Ｌﾉﾉﾉioiﾉｶﾛ池"jo〃Ｃｆ．“sﾉｒａに．Ｓｃa]ｅ＝400仏

thallusofHydr0ﾉﾉﾉﾉi０打ｓｐ・Scale＝３０OIL・

thallusofLjﾉﾉbolﾉﾘｿﾉﾉ凹加ｓｐ・Scale＝２００匹．

conceptacleofMesopﾉiｿﾉﾉ邸加ｓｐ、ａ．

Ｄ（87）－７.Scale＝２cm．

，（８７）－６.Ｓｃａ１ｅ＝２cm．
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